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１． 研究計画の概要 
1940 年代後半から 1960 年代にとりくまれ 

(3) 家族計画については、長野県の飯田市
立中央図書館に所蔵された家族計画の資
料・文献について調査を引続き進めている。 た生活改善運動は、それまでの「くらし」を

新しい「生活」に創り変えようとするもので

あった。今までまとまって検討されることが

なかった戦後の生活改善運動について、本研

究では、次の３点から基礎的実証的研究を重

ねる。 

(4) 社会教育・公民館については、神奈川
県立図書館、神奈川県庁、神奈川県立公文
書館など、神奈川県での調査を終えた。 
(5) 以上の調査・研究をふまえ、とくに平
成20年度においては、岩手県及び岩手県和
賀町での調査研究成果をふまえた学会報告
をして報告を論文にまとめた。また、日本
の通史の1冊を担当し、その中に岩手県及び
和賀町の事例を位置づけ、本調査の歴史的
意味をまとめた。 

(1) 生活改善運動は生活の単なる技術的改

善ではなく、家族の経営・世帯・生活・ジェ

ンダーの全体にかかわっていたのであり、

家族生活の変化全体を究明する。 
(2) 生活改善運動は、農村と都市で異なっ

ており、農村では農民家族の女性が、都市

では主婦と中小企業の青年労働者が担い手

に位置づけられた。農村と都市の比較史的

考察を行う。 

 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 ４つの分野のうち、とくに生活改良普及事
業と新生活運動については、当初の予想以上
に資料の収集が進み、分析も順調に進展して
いる。この２つの分野については、分析結果
をふまえた研究成果をすでに発表し始めて
いる。とくに平成 20 年度においては、学会
で発表し、単著を刊行した。 

(3) 生活改善運動には政府・各省が加わっ

ており、政策の分析を行う。 
 
２．研究の進捗状況 

研究は、生活改良普及事業、新生活運動、
家族計画、社会教育の４分野で行ってきた。  以上から、研究はおおむね順調に進展して

いるといえる。 (1) 生活改良普及事業については、府県レ
ベルの調査を岩手県で終え、分析を進めた。
また町村レベルについては、岩手県北上市
和賀町について、農業改良グループや婦人
会、社会教育などの分析を進めた。 

 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 生活改良普及事業及び新生活運動の調 
査研究をふまえた成果の発表を引続き行い、 
研究成果を確かなものとする。 (2) 新生活運動については、「あしたの日

本を創る協会」に所蔵されている新生活運
動協会の機関誌・雑誌の分析を引続き進め
ている。 

(2) 家族計画及び社会教育については、補
足調査を行い、今年度中に分析を終えて、近
い将来における研究成果の発表に結びつけ
る。 



(3) 以上の全体をまとめた、戦後日本の「生
活改善運動」に関する総括的な研究を発表し、
当該テーマに関する今後の研究の方向性を
明確にする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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